
平成 16年 9月 28日 午後 7～9時 
場所：札幌市環境プラザ 

 
第 7回懇談会 会議録 

 
以下に関しての提案があり、随時、意見交換を行った。参加人数は 25 名。なお、今回も前回懇談
会と同様に、懇談会参加者有志と事前に今回の懇談会の進め方等について意見交換を行った。また，

この懇談会の進行においても板書等にお手伝いいただいた。 
 
1 札幌市環境プラザ運営委員会(※1)について提案（資料 2、3） 
市から、既存の札幌市環境活動推進会議(※2)を札幌市環境プラザの運営委員会として機能させ
ることを提案した。 
その理由として、 
① 環境プラザ運営委員会は環境プラザの事業についてのみを検討する場であるが、環境活動

推進会議は市の環境保全活動の推進について検討する場であるため、総合的、効果的に市

民等の意見を反映することができる。 
② 環境活動推進会議は市の環境保全活動の推進について検討することを設置目的としており、

環境プラザ運営委員会の設置目的を包含することから、同一目的の会議体を新たに設置す

ることは合理的でない。 
ただ、環境活動推進会議で環境プラザの運営も含めて機能する場合、委員構成メンバーの増員

等の調整が必要であると考えている。 
※1 札幌市環境プラザ運営委員会･･･環境プラザ（環境教育・学習等を推進させるために必要

な機能を構築、活かしながら、市の環境保全活動に関す

る施策を具体的に事業として展開する施設）の事業に対

し助言等を行う場。 
※2 札幌市環境活動推進会議･･･････市の環境保全活動の推進について検討する場。 

 
2 意見交換 

(1) 札幌市環境活動推進会議および指定管理者制度について 
（参加者）委員はどのようなメンバーか。 

（市）学識経験者や行政、環境活動団体等からなる 12 名のメンバーで構成されて

いる。 

（参加者）懇談会参加者は環境活動推進会議メンバーに入れるのか。 

（市）この懇談会は自由参加で開催しているため、委員は一般公募することを考え

ていきたい。一般公募の場合、懇談会参加者についてはそれを加味して選考す

ることも検討したいと考えている。 

（参加者）現在、環境活動推進会議はどのくらいの頻度で開かれていて、どのようなことを

話し合っているのか。 

（市）現在は半年に４回くらいの頻度で開催を予定しており、市が二酸化炭素排出
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量削減のために行っているアクションプログラムについて、様々な視点から意

見をいただいている。 

（参加者）18 年 4 月に指定管理者制度に移行するとなると、スケジュール的に難しいと思う。

指定管理者に手をあげる団体の目星はついているのか。 

（市）特についているわけではない。まずは、どういった団体にどのように管理し

てもらうのがいいかを整理したい。 

（参加者）18 年 4 月までに委託しなければならないのか。 

（市）市全体として指定管理者制度に移行する施設は 18 年 4 月を目処に作業をす

すめている。 

（参加者）指定管理者制度への移行にあたって、市民意見を反映する場面はあるのか。 

（市）指定管理者に依頼する業務範囲の決定時に意見を求める場面と、指定管理者

の募集要項の作成時に意見をいただく場面が想定されると考えられる。 

（参加者）指定管理者の募集要項やガイドラインについてが会議の焦点になるのではないか。

その場には市民も参加できたらいいと思う。 

（参加者）指定管理者の募集にあたっては枠組み等を詰める必要があると思うが、環境活動

推進会議が環境プラザ運営委員会も包含する場合は十分に審議してもらいたい。 

（参加者）公募の委員が札幌市環境活動推進会議に入っているというだけでは市民参加度が

弱い印象がある。この懇談会の流れを中心に考えたらどうか。 

（参加者）環境プラザに関わる市民が運営に直接アイデアをだせるような、ボトムアップの

仕組みが必要ではないか。 

（参加者）懇談会は環境プラザの管理者に直接意見できる良い点があった。その間に環境活

動推進会議が入ると、指定管理者に直接発言する場がなくなる。環境プラザを利用する市

民が意見を言える場を設けてほしい。 

（参加者）指定管理者制度に移行する前にはその枠組みをしっかりと検討することと、移行

した後に市民の意見が反映できる仕組みを考える必要がある。 

（参加者）指定管理者制度移行後の環境プラザ業務に市民との協働事業を含めてほしい。 

（参加者）環境プラザ運営委員会を単独で設置せず、環境活動推進会議で機能させると市が

考えた理由を教えてほしい。 

（市）環境プラザの運営も市の環境保全活動推進の一環であり、総合的、効果的に

市の環境保全活動をすすめることがふさわしいと考えられることや、また、利用

している人たちの視点だけにならないよう、幅広い視野で客観的に判断できる学

識経験者等が意見交換する必要性があること、同一目的の会議体を新たに設置す

ることは合理的でないといった理由から、既存の環境活動推進会議を札幌市環境

プラザの運営委員会として機能させることを提案した。 

 

(2) 次回の懇談会について 
（市）環境プラザ運営委員会について、今回行われた懇談をもとに、追加して提案させてい

ただきたい。 

 


